
23 222016.1

迫
　すばらしいはさまを創る協議会（尾形重

しげ

雄
お

会長）で花いっ
ぱいコンクール表彰式と研修会を開催しました。
　31回目となる今年は行政区、自治会や学校など 30の
団体がコンクールに応募。8月の現地審査と10月の最終
審査の結果入賞した17団体が表彰されました。
　表彰式後に開催された研修会では、入賞団体の実例発表
もあり、受賞者は「今年の受賞が励みになる。来年も頑張
ろうと思う」と話していました。

登米
　「とよま産業まつり」を登米総合体育館前駐車場を会場
に開催しました。会場では、登米市産の牛肉や豚肉、新鮮
な野菜が販売されたほか、仙台黒毛和牛とよま産牛ステー
キの試食コーナーには多くの人が集まり、とよまのおいし
い味を堪能していました。
　当日は、カッパハーフマラソンと地場産品まつりも同時
開催となり、さわやかな秋空の下、大勢の来場者でにぎわ
いました。

東和
　東和町の錦織地区が 11 月 26 日で交通死亡事故ゼロ
3000日を達成。市と登米警察署から錦織地域振興会の及
川登

と し

志郎
ろう

会長へ褒状が送られました。贈呈式には、同町交
通安全母の会会長、交通安全協会錦織支部長らが出席。及
川会長は「記録ゼロ達成は関係機関および地域皆さまのご
協力のおかげです。一日でも長くこの記録を伸ばしたい」
と決意を述べました。同地区では、平成19年 9月 10日
から交通死亡事故が発生していません。

中田
　市役所中田庁舎を主会場に「第29回なかだの秋まつり」
を開催しました。祭りでは農業祭・文化祭のほか、民謡や
民俗芸能、ヒーローショー、よさこい、お楽しみ抽選会な
どが催されました。また、中田の特産品のキュウリを使っ
て作る大人気コーナー「みんなでカッパ巻 !!」には、親子
連れなど230人が参加。見事118㍍の巨大カッパ巻を完
成させました。さわやかな秋空が広がる秋まつり会場は、
市内外から訪れた多くの来場者でにぎわいました。

豊里
　豊里コミュニティ推進協議会（阿部洋

よういち

一会長）では、Ｊ
Ａみやぎ登米豊里支店駐車場を会場に「軽トラ市」を開催
しました。「第 2回ＪＡ豊里支店収穫感謝祭」と併せて開
催したこの催しは、豊里地域づくり計画の一環として実施。
来場者には二ツ屋地区に伝わる郷土料理「けの汁」を振る
舞い、地場産品をＰＲしました。ポップコーンや綿あめ、
風船コーナーには、子どもたちを中心に長い行列ができる
など、大いににぎわいました。

石越
　「第 22回東京いしこし会総会・交流会」が上野東天紅
上野店で開催。関係者など81人が参加しました。交流会
では歌や踊りを披露。参加した皆さんは、ふるさとの地酒
や漬物などを味わいながら交流を深め、1年ぶりの再会を
喜びました。最後は「石越音頭」に合わせ、会場に大きな
輪ができました。事務局の三浦貞

てい

二
じ

さんは「多くの皆さん
に参加いただき感謝しています。今後も若い層の会員を増
やしていく活動を継続していきたい」と話していました。

津山
　秋の火災予防運動防火パレードを柳津市街地で実施しま
した。
　柳津小学校校庭で行われた出発式では、つやま幼稚園幼
年防火クラブの園児たちが、元気よく誓いの言葉を述べま
した。その後、つやま幼稚園保護者会や婦人防火クラブ員
らと一緒に、柳津小学校からつやま幼稚園までの区間を行
進。沿道に集まった人たちに防火啓発チラシを配りながら、
拍子木を打ち鳴らして防火を呼び掛けました。

米山
　富山県入善町で「第23回扇状地マラソンＩＮにゅうぜ
ん大会」が開催。本市からも姉妹都市交流事業として、入
善町と交流を重ねている米山・南方の小・中学生16人が
使節団として派遣され大会に出場しました。大会当日はあ
いにくの雨でしたが、全てのランナーが『友好』を胸に完
走しました。使節団は、過去に４年連続清流日本一に輝い
た黒部川や国内では珍しい平地の湧水地帯に生育する唯一
のスギ林などを見学。地元小学生との交流も深めました。

南方
　南方中学校卒業講座「赤ちゃん抱っこ・妊婦体験」が南
方農村環境改善センターで開催。南方中 3年生が参加し、
性と生について講義を受け、実際に赤ちゃんを抱っこした
り、妊婦スーツを着用して日常生活での動作を実体験した
りしました。赤ちゃん抱っこでは、ぎこちなく抱っこして
いた生徒たちも徐々に慣れ、後半は赤ちゃんが心地よさの
あまり寝てしまうほどに。この体験を通して、命の大切さ
を実感しました。
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